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あ
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。
一
の
行
わ
れ
た
も
の
は
参
議
院
議
官
愚
妻
子
一
、
八
四
七
需
を
支
出
し
ま
し
た
一
て
一
八
九
需
を
支
出
し
て
お
り
ま
す
一
の
肉
、
墨
書
た
め
お
返
し
し
な
け
れ
一
院
議
員
選
挙
関
係
き
で
あ
り
ま
し
た
一
吉
昭
和
一
一
十
幸
四
月
一
臼

J

森
一
一
義
一
九
、

O
四
八
言
語
し
一
統
計
調
喜
一
当
時
一
日
間
同
五
紅
。
一
諸
支
出
金
一
号
な
か
っ
た
選
付
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又
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菱
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独
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あ
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翌
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鐘
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幸寄 F件 金 ゃ 55 3 5 。 521 
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概
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体
一
袋
路
)
の
と
お
り
ん
口
一
入
山
ぢ
一

い
h
p
i
l
l
-
-

一
消
一
の
財
政
争
世
間
ヨ
蓄
の
基
幹
と
な
る
も
平
均
ニ
、
口
一
七
五
月
一
翠
重
り
一

O
一

額
一
不
吐4
9
B

一
一
四
一
の
は
、
何
と
申
」
苫
し
で
も
税
投
入
で
て
九
問
問
一
一
月
の
斌
咽
献
を
い
た
し
た

ζ
と
一
圏
、
一

五
一
日8ム
川
一
第
一
あ
る
乙
と
は
主
申
し
上
げ
る
ま
で
も
一
に
な
り
手
。
一
一
山
内

一
予
一
路
5

綿
一
芯
り
ま
せ
んo
従
っ
て
乙
の
税
攻
入
の
一
次
に

ζ
の
斌
努
μ対
し
て
、
そ
れ
で
一
額
一
千
4
8
4
3
2

一

4

一
一
い
十
一
一
一
ー
一

m
M
W
A
印
日
前
倒

:
i
i
i
i

十
J
i
一
攻
撃
犯
に
よ
っ
て
財
政
は
大
き
く
在
一
は
皆
さ
ん
が
ど
の
位
御
協
刀
下
さ
っ
た
二
課
一
仏
弘
正

4

資
金
費
計
一
一
-
お
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
一
主
題
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
に
し
一

L
U

一7
5
1
M

祭
出
合
一
一
昭
和
二
十
八
年
度
に
お
い
て
、
歪
ま
し
ょ
う

o

一
旦
←
i
l
i
-


事

E
備

L

一
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
ど
の
位
の
税
金
を
ご
義
と
よ
り
詩
書
一
人
主

ι

す
一
護
憲
計

罵

j
ァ
リ
一
一
践
し
た
か
、
最
近
の
人
口
、
世
帯
数
一
り
芸
績
は
一
一
、
一
回

O
同
一
世
帯
当
一
議
一
民
雑
品

競
諮
予
議
一
一
の
一
人
或
は
一
察
室
り
師
向
を
お
領
内
一
り
平
山
録
制
九
、
八
五
八
円
で
あ
り
ま
し
一
(
一
ー
一
定
画
悼
の

ダ
い
た
」
ま
し
ょ
う
。
一
た
。
こ
竺
市
関
篭
そ
合

(ホ〉

昭
和
ニ
十
ム
九
年
度

全世 41 塁手

警幸(
実害亨
討さ
五おの

自 2 会
毒薬品
あ百五ニ
り l正十

笠鐙季

五奇ぺ
て「‘乙

霊草藷

i弓
手 8 璽
鎚F

量量

(才、〉

昭
和
ニ

競
馬
事
業
禽
計
決
算
の
概
況

昭
和
ニ
十
八
年
度
に
お
き
ま
寸
木
市
一
引
一
一
一
一
一
、
七
五
回
平
内
の
滅
状
ど
い
う
一

競
馬
開
催
畿
は
ニ
窃
で
、
乙
の
競
湾
時
一

ζ
と
で
あ
り
ま
す
。
乙
れ
は
第
一
回
鏡
一

}
橿
俸
に
す
一
得
だ
基
金
の
う
ち
一
壁
一
馬
車
費
の
不
振
で
あ
っ
た
事
に
主
的

ド
d
T
酢
に
繰
出
し
た
額
は
→
一
二
、
一
一
一

O
平
一
留
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
一

パ
い
す
あ
り
ま
た
が
、
議
長
警
裏
金

E

霊
視
言
語

一
ま
与
に
怯
五
一
園
、
八
七
問
問
中
内
を
議
出
ら
せ
い
た
し
ま
す
と
(
表

9
e
m
)の
一

一
寸
弔h
Eに
な
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
謹
一
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

監

轄
輔
押
変



E雪

崩
産

宣主
鏡
及
lJ'/ 

ら
①
陥
蹄

叩
本
市
の
昭

認
さ
鹿
袋
は
〈
表
犯
@
却
)

路
町
り
ま
す
。

岡
崎

吟
，
“

年初
、

和感

土地建物、の部

箆券及ぴ金員の部

4.000 

25.000 

57.UOO 

20) (表

8 

8.300 

‘一
4.600 

用

教育費

竪繋経済費

段会及び労的施設費

災轡復!日受

験災後!日聖堂

企業費〈競輪〉

合計

21) 〈表

受

明
判
別
問
問
制
。
コ

齢
制
一
時
中
一

j

会
一
額
一
司
側
側

僕
一

llO 

18.000 

20.500 

8.000 

65.500 

由
②
公
一
俊
一
一
り
ま
す
。

問
、ζ
の
負
債
額
は
市
が
事
品
開
を
行
当
場
一
な
お
、
と
の
負
債
績
に
品
加
す
る
人
口

一
舎
の
財
源
ぬ
と
管
し
て
{
表
忽
の
及
び
世
帯
霊
祭
警
お
知
ら
せ
主

甲
機
関
よ
り
借
入
れ
た
倍
率
、
現
在
乙
亨
と
、
人
口
一
人
当
り
ニ
、
五
ニ
高

一
の
償
援
に
つ
い
て
は
、
最
盛
=
ヶ
年
最
二
世
蒙
ぢ
二
、
七
四
七
円
で
あ
り

一
穂
十
五
ヶ
年
に
設
一
り
径
隻
度
寸
法
績
を
一
吉
す
。
へ
表
幻
参
照
)

一
償
還
年
次
設
に
よ
り
償
還
い
た
し
て
お
一

-

f

 

一
@
一
時
借
入
金
，
で
一
、
勢
い
資
金
の
一
時
倦
λ
れ

一
一
一
時
借
入
金
と
は
、
税
念
ぞ
の
他
一
一
。
一
持
借
入
れ
を
す
れ
ば
と
の

ト
事
費
が
曜
日
後
納
さ
折
れ
な
い
場
合
露
す
義
子
を
支
払
わ
な
け

て
一
一
円
必
然
的
に
財
政
寵
穫
だ
で
さ
縛
な
い
状
ち
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
う

正
一
般
に
な
り
ま
す
。
五
議
事
る
た
警
官
の
利
羊
支
払
に
よ
っ

吋
一
的
政
府
(
大
勝
省
、
郵
政
省
〉
及
び
一
市
磁
た
ん
を
き
た
す
と
い
う
乙
と

岩
田
沖
合
徹
機
関
よ
り
一
定
期
憶
を
の
場
め
で
、
患
英
語
審
議
入
一
)

護
軍
胡
昭
一
季
乙
立
さ
な
い
〉
を
害
額
い
た
い
の
で
あ
り
ま
一
認

の
約
策
を
も
っ
て
、
財
政
資
金
を
借
入
一

れ
るζ
と
を
い
う
の
で
あ
草
乎
。
従
一
そ
れ
で
は
本
市
の
昭
和
二
十
九
一

っ
て
皆
さ
ん
が
税
金
等
を
滑
醐
相
さ
れ
る
一
半
期
の
傍

λ
状
泌
を
お
知
ら
せ
一

と
、
市
は
財
政
道
営
に
支
隊
争
苦
た
し
一
す
。
(
表
辺
参
熊
)

25.000 

39.官官9

27.000 

10.ω0 

117.000 

36.∞B 

17.000 

27.000 

4宮 .000 i 

10.0ω1 

15.000 

154.000 205 13.122 95.460 

昭和29年度旭村歳入歳出・決算総括茨

子、

司fl事
3.294 
321 

2 
46 

7 

335 
12 
173 

1.500 

5. 鈴0

歳

時額ω品
1 予河

7.359 
1.950 

6 、

166 
2.811 
308 
1 

335 
、 131

173 
1.750 

14. 袋持

λ 
額 (C)，予算に対 s 分 泌

51;i)i是認議不可IA 丁と:/B 日とl
355 16 1. 8雪51161.78122
14 16 88 1 14 1 39 1 1 
7 IL'. 40 1 15 1 88 1 0 
- 16 815 1 ー -1 一
一 16 155 1 - 1 - 1 -
G市o 1 0 1 100 1 100 1 41 

1 1 0 1 100 1 100 
570 1 145 1 134 1 100 
(D)I 

1. 597 16 .2.848 1 36 1 93 

相
制

定しf
l
i
t
i
l
z

一
、
、
1
m出m
w
U路
間
山
町
山
一
一
1

叩
副
作
四

国
額
一

2
1
8
1
6
4
4

一
算
一
2
4

一
予
一

)
一
後
金
料
金
金
金
金
金
入
金
針

5
一
時
除
数

2

保
抱
写
尚
出
合

出
胤
負
制
支
入
糾
問
越
攻
入

4

鑓
J

旧
制
庫
支
入

23) (表

昭和29年度旭村特別会計国民健康保険歳入歳間決算総括表

言主(表

重量

村 君主
地方受付税
公営企業及び財重苦枚入
使用車専及び手数料
国庫支出金
県支出金
寄約金
繰越金
襲攻入
入金
村償

歳入合計

一
。
鉛
∞

千問
463 
36 
8 

650 

1 
570 

1. 718 

款

II~ 

m
m一7n
2
4
m
4
2
8

一G
一O
O
M叫
一

一
日
一
宮
芸
部

5

一
義
一
万
一
芸
釘
一

額
制

2
8
5
4
2
2
3
7
8
0
9
4
1
8
0
3

周
一
u
m
g
u
m
m
d
m
m
3
1
4
1

お
I
m

:
一

2
2
3
z
o

-

-

可
刈ii
!

一
刻1
1
l
i
l
i
-
-
j
i
-
-
l
i
1
t
i
l
l
-
i
l
l
i
t
-
-

川
明

一
抑
制
千
一
諮
お
閣
議
議
一

6
5
9

湖
一
則

一
月
月
一

I
i
4

庁
n
H
a
a
y
J
F

土

由
幻
自
帯
主

ヨ
ヨ
f
l
(
1
5、
、
一

良
一E

一
一
d
u
E
u
u
j
o
鉛

一
現
μ

一
線
山
間
関m
m
M
M叩
曲
目A3
1
5
Z

悶w
y
m
間

開

V
V

一

τ
4

喜
一
旦
旦

1
1
L
ι

歳
京
町
出U
U
1
寸
引
ゴ
己
一

一
傍
充
一

i
今
l
j
i
l
i
-
-

一
さ
ザ
予

7
檎
一

一
嬢

一
算
州
羽
想
柑
恕
小

ω岬
町
お
却
閃

n
ω叫
必
』
行

A
ι
刈
崎
初
卯

M
q島?o
f恥E￡
5
2

叫
切
山
ι
b
μ

鈎

旬

v
v
J

噌
i

一
予

3
3
3
1
1
4

、
B

ノ川
帥

愛

媛
費
費
費
費
設
費
費
費
費
築
費
出
賞
金
資
計

訪
伽
生
演
輿
蚕

出
合

会
場
抽
閉
木
育
傍
街
縦
揺
産
調
挙
僚
備
'

察
肘
険
業
方
針
支
出

様
役
鵬
首
土
教
会
保
箆
地
財
統
選
公
務
予
歳

品
位

(表

款

出
向

50 

6
5
3
7
4

も
岨

2

9
b
q
G
9

白
仰
の

U

19 

2,108 

255 

53 

74 

1 

2沿

18 

2.848 

1

9

8

m

I

 

1

6

M

G

 

Pむ
の
あ

主主

o

f

3

3

E

1

0

8

5

 

2

2

2

5

7

2

1

4

 

7
3

、

8
1
1
4

2
ι
 

20 

2.727 

323 

53 

875 

1 

20 

18 

4.445 

26) 

ま務所費

会議室警

保険給付費

保険施設費

財産費

言者支出金

今償費
令色

1 綴'興費

11 予備費

i i P'出合計

(表

款

む
す
び

本
市
の
財
政
友
刊
誌
耳
震
の
状
混
説
び
一

2
手
。

←
に
襲
の
負
担
概
遺
書
民
に
由
民
り
一
重
量
売
市
政
を
あ
づ
か
る
私

一
蓄
に
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
れ
緩
り
一
言
、
霊
童
え
の
聾
し
の
お

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昭
和
ニ
十
八
年
度
一
財
後
選
営

L
あ
ら
ゆ
る
検
討
を
却
え
捺

廷
で
に
般
家
知
の
と
お
り
赤
字
一
一
一
一
一
学
解
消
の
た
め
努
力
い
た
し
て
お

2
6

一
、
九
0
0
平
内
を
説
じ
た
苦
し
い
財
政
一
す
が
、
乙
れ
と
で
皆
さ
ん
の
協
刀
な
ど

あ
り
ま
し
た
。
然
し
な
が
り
ζ

窓
口
一
て
は
剥
底
笑
務
は
不
宵
梯
な

ζ
と
で
あ

し
い
財
政
あ
申
か
ら
将
来
の
平
塚
市
の
一
り
ま
す
。
ど
っ
か
蜜
市
の
一
念
を
も
っ

一
た
め
英
大
量
撃
残
し
た
と
い
う
え
で
喜
、
財
政
運
営
に
深
い
選
管

一
と
は
、
蓄
が
い
在
需
一
丸
と
な
一
審
刀
を
お
被
い
し
つ
\
辛
口
笛

織
っ
て
濃
想
的
都
市
翠
苦
い
う
番
良
一
自
の
耳
塚
市
財
華
僑
を
結
ぶ
惜
し

4
L

4
一
}
向
つ
主
努
力
し
っ
、
あ
る
と
雪
つ
い
た
し
ま
す
。

滞
τ
と
を
力
強
く
物
語
っ
て
お
る
の
で
は
一
な
お
本
年
七
月
十
五
日
本
市
ル
谷
併

尚
一
一
よ
い
で
し
ょ
う
か
リ
一
い
た
し
ま
し
た
悶
滋
村
の
昭
和
一
一
十
九

円
一
平
塚
市
は
今
後
愈
々
近
隣
町
村
の
合
五
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
訟
の
決
算

計
官
警
伴
い
実
施
告
げ
れ
ば
な
一
語
(
四
空
白

2
3

日
ま

6
Tり
な
い
事
業
が
山
積
し
で
お
り
、
財
政
一
で
〉
ぞ
繭
録
乙
し
で
お
匁
ち
せ
い
た
し

轍
か
完
で
も
主
義
い
茨
の
道
え
ま
す

O

晶
表
おi

一
挙
向
。
日

引
一
ま
ね
ば
な
ら
な
い
宿

A
簡
を
負
っ
て
お

抽
出

山
山

簸ス歳

100 30 100 

|童謹撃の投票開ザ饗
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し f乙霊

今盟行われます衆議院議員擁護翠から、従来市内を

12留所の投票所で行っていました選事を 1 7欝関
い、皆様の~p，不賀会少くするーとごにいた L ま L

fこり そのために投票所の増加に件い投票闘の変っ

た方がありますので指定された投票所でないご

ができまぜんかし入場券に書いてある投襲所に郷

さし、 o

与ま;

委員会平塚市選犠


